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３
月
１
日
、
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
、

北
海
道
酪
農
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
た

個
人
等
の
業
績
を
讃
え
る
「
第
51
回 

宇
都
宮
賞
表
彰
式
」︵
宇
都
宮
仙
太
郎

翁
顕
彰
会
主
催
︶
が
行
な
わ
れ
、「
酪

農
指
導
の
部
」
で
当
Ｊ
Ａ
瀧
澤
義
一
会

長
が
受
賞
致
し
ま
し
た
。

　

受
賞
に
至
っ
た
選
考
理
由
と
し
て
、

平
成
23
年
ホ
ク
レ
ン
の
代
表
理
事
副
会

長
に
就
任
、「
生
乳
生
産
安
定
対
策
」

協
中
期
経
営
計
画
の
策
定
を
指
導
す
る

と
と
も
に
、
組
合
員
の
経
営
安
定
や
農

協
経
営
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
だ
実
績

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
23
日
に
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
釧
路
で
Ｊ
Ａ
主
催
の
祝

賀
会
を
開
催
し
、
出
席
頂
い
た
組
合
員

及
び
関
係
者
の
皆
様
方
か
ら
の
大
き
な

拍
手
で
会
場
が
包
ま
れ
、
多
く
の
祝
福

を
受
け
ま
し
た
。
祝
賀
会
に
参
加
し
て

頂
き
ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ご
多
忙
の
中
ご
列
席

頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

等
の
構
築
に
指
導
力
を
発
揮
す
る
と
と

も
に
、
酪
農
家
の
所
得
向
上
と
経
営
基

盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
草
地
の
適
期

更
新
、
搾
乳
牛
の
増
頭
や
搾
乳
シ
ス
テ

ム
の
改
善
等
、
酪
農
が
抱
え
る
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
た
支
援
対
策
実
現
に
貢

献
。

　

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
制
度
に

つ
い
て
、
チ
ー
ズ
や
液
状
乳
製
品
向
け

生
乳
へ
の
交
付
対
象
の
拡
大
を
国
に
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
改
正
畜
産
経
営

安
定
法
に
お
い
て
同
補
給
金
が
恒
久
的

制
度
と
し
て
措
置
さ
れ
る
中
で
、
生
乳

の
共
計
・
共
販
体
制
が
適
切
に
維
持
さ

れ
る
よ
う
提
言
す
る
な
ど
、
北
海
道
酪

農
の
長
期
的
な
安
定
・
向
上
に
尽
力
。

　
︵
一
社
︶
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道

副
理
事
長
、︵
一
社
︶
北
海
道
酪
農
畜

産
協
会
副
会
長
、　
︵
一
社
︶
中
央
酪
農

会
議
副
会
長
な
ど
酪
農
関
係
団
体
の
要

職
を
歴
任
し
、
全
国
的
な
生
乳
の
需
給

調
整
に
指
導
力
を
発
揮
し
、
生
乳
の
安

定
供
給
や
酪
農
家
の
所
得
拡
大
に
尽
力

す
る
な
ど
、
わ
が
国
酪
農
業
界
全
体
へ

大
き
な
功
績
を
残
す
。

　

平
成
18
年
、
当
Ｊ
Ａ
の
合
併
時
に
は
、

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
代
表
理
事

組
合
長
と
し
て
、
農
業
振
興
計
画
、
農

祝賀会で謝辞を述べる瀧澤会長

 　　第51回 宇都宮賞　瀧 澤 義 一 会長 受賞祝
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３
月
₁₂
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
札
幌
で
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
の

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
平
成

₃₀
年
度
北
海
道
農
業
協
同
組
合
功
労
者
表

彰
式
が
行
な
わ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
白
木
良
雄
常

務
が
受
賞
致
し
ま
し
た
。

　

平
成
₁₈
年
の
当
Ｊ
Ａ
合
併
時
に
は
、
金

融
共
済
部
長
と
し
て
合
併
実
現
に
大
き
く

寄
与
し
、
参
事
就
任
後
は
組
合
員
と
の
意

思
疎
通
と
密
着
化
を
強
化
し
た
事
業
運
営

を
図
る
な
ど
組
合
員
の
所
得
向
上
と
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
実
践
し
た
実
績
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
者
は
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
、
連

合
会
役
職
員
計
₃₀
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
、
釧
路
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
で
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
を
は

じ
め
関
係
団
体
な
ど
か
ら
約
２

０
０
名︵
当
Ｊ
Ａ
か
ら
18
名
︶が

参
加
し
、
根
釧
合
同
Ｊ
Ａ
役
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

㈱
Ｂ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｃ
ａ
︵
ブ

ラ
シ
カ
︶の
古
荘
貴
司
代
表
は
、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
農
業
に
革
命
を
！
」

と
題
し
て
講
演
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ︵
Ｉ

Ｔ
技
術
の
総
称
︶
を
農
業
に
有

用
、
京
都
市
内
の
農
場
で
実
際

に
野
菜
の
生
産
・
販
売
を
実
施

し
、「
味
の
良
さ
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
安
定
的
な
栽
培
技

術
を
開
発
。
現
場
を
中
心
に
考

え
、
農
業
に
限
ら
ず
、
幅
広
い

業
界
に
向
け
て
Ｉ
Ｔ
活
用
を
促

進
し
て
お
り
ま
す
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
東
谷 

暁
氏
は
、「
農
協
改
革
の
構
図

と
本
質
～
今
後
の
行
方
を
踏
ま

え
て
～
」
と
題
し
て
講
演
し
、

農
協
「
改
革
」
は
、
生
産
性
の

向
上
だ
け
で
は
な
く
、「
戦
え

る
組
織
」
を
目
指
す
べ
き
で
あ

り
、
日
本
に
お
け
る
農
協
「
改

革
」
と
は
、
農
業
と
組
織
の
破

壊
運
動
で
あ
る
等
に
つ
い
て
提

言
し
、
学
ぶ
事
の
多
い
意
義
あ

る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

表彰される白木良雄常務

白 木 良 雄 常務 受賞

～根釧合同ＪＡ役員研修会～

　　平成３０年度 農協功労者表彰

環境の変化に適応した経営判断能力の啓発を!!

祝

2

講師 ： 古荘　貴司 氏

講師 ： 東谷　　暁 氏



　

２
月
21
日
、
鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー

で
当
Ｊ
Ａ
酪
農
振
興
会
主
催
の
「
酪
農

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
及
び
関
係
者
合
わ
せ
て
70
名

が
参
加
し
、
当
Ｊ
Ａ
営
農
相
談
課 

黒

澤
デ
イ
リ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
講
師
と

な
り﹃
も
っ
た
い
な
い
と
考
え
る
酪
農
﹄

と
題
し
、
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

乳
牛
の
飼
養
管
理
の
中
で
大
切
な
事
は
、

「
牛
に
与
え
る
ス
ト
レ
ス
や
安
楽
性
な

ど
に
つ
い
て
ど
ん
な
所
に
無
駄
が
発
生

し
て
い
る
の
か
な
ど
を
検
討
す
る
事
。

ま
た
、
今
後
の
世
界
の
流
れ
を
考
え
た

時
、
土
地
や
草
と
い
っ
た
資
源
、
牛
や

人
間
の
力
が
有
限
で
あ
る
な
ら
ば
、
持

続
可
能
な
農
業
や
酪
農
の
発
展
を
目
指

す
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
達

成
に
は
﹃
も
っ
た
い
な
い
﹄
と
い
う
気

持
ち
が
大
切
で
、
Ｓ
Ｄ︵
持
続
可
能
な

発
展
︶が
国
際
基
準
と
な
っ
て
い
る
中
、

私
た
ち
の
酪
農
に
お
け
る
目
指
す
べ
き

理
想
の
姿
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
ま

と
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
良
質
乳
出
荷
農
場
表
彰
式
で

は
、
平
成
30
年
１
月
～
12
月
出
荷
乳
量

に
対
す
る
体
細
胞
数
・
生
菌
数
が
優
秀

な
７
農
場
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ゲ
ー
ム
等
を
行
な
い
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

酪 農 振 興 会 「 酪 農 祭 」 開 催
～酪農講演会及び良質乳出荷農場を表彰～

良質乳出荷表彰農場
（体細胞数の部）
最 優 秀 賞 音 別 筥　崎　昌　行　農場
優　秀　賞 鶴 居 合　橋　　　村　農場
優　秀　賞 鶴 居 斉　藤　和　弘　農場
努　力　賞 幌 呂 松　井　俊　治　農場

（生菌数の部）
最 優 秀 賞 白 糠 林　　　善　幸　農場
優　秀　賞 幌 呂 小　田　洋　正　農場
優　秀　賞 幌 呂 伊　藤　尚　之　農場

講演会の様子

懇親会で情報交換

ビンゴで商品ゲット!!

黒澤信道 講師
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酪
農
の
実
現
を
目
指
し
て

～
︶」
と
題
し
、
日
本
酪
農

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
及
び
グ
ロ

ー
バ
ル
競
争
下
の
持
続
可
能

な
酪
農
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ト
ル
・
リ
サ

ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
代
表 

小
岩

政
照
氏
よ
り
「
経
営
安
定
に

向
け
た
子
牛
の
生
産
と
育
成

管
理
」
と
題
し
、
子
牛
の
下

痢
に
対
す
る
処
置
、
初
乳
給

与
法
、
免
疫
機
構
な
ど
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
さ
れ
、

よ
り
良
い
未
来
へ
向
け
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

算
等
に
つ
い
て
検
討
、
協
議

し
、
会
員
か
ら
は
、
多
く
の

建
設
的
な
意
見
が
出
さ
れ
る

等
、
充
実
し
た
意
見
交
換
会

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

意
見
を
踏
ま
え
、
春
季
地
区

懇
談
会
に
お
い
て
提
案
説
明

が
な
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
15
日
、
釧
路
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
で
、
管
内
の
酪
農

家
及
び
各
関
係
機
関
か
ら
１

１
０
名︵
当
Ｊ
Ａ
か
ら
15
名
︶

が
参
加
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
60

「
９
４
６
運
動
」
酪
農
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
︵
一
社
︶
Ｊ
ミ
ル
ク
専
務

理
事 

前
田
浩
史
氏
よ
り
「
国

際
貿
易
交
渉
の
進
展
と
日
本

酪
農
の
価
値
向
上
に
向
け
て

︵
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
下
で
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
酪
農
～
人
・
牛
・

地
域
・
環
境
に
優
し
い
日
本

　

先
般
、
鶴
居
本
所
で
「
第

３
次
地
域
農
業
振
興
計
画
・

Ｊ
Ａ
中
期
経
営
計
画
」
策
定

に
係
る
意
見
交
換
会
が
Ｊ
Ａ

役
職
員
・
酪
農
振
興
会
々
員

計
26
名
が
参
集
し
行
な
わ
れ

ま
た
。

　

Ｊ
Ａ
よ
り
第
２
次
地
域
農

業
振
興
計
画
・
Ｊ
Ａ
中
期
経

営
計
画︵
平
成
26
～
30
年
度
︶

に
つ
い
て
の
検
証
結
果
を
報

告
。平
成
31
年
度
か
ら
の「
第

３
次
地
域
農
業
振
興
計
画
・

Ｊ
Ａ
中
期
経
営
計
画
」
に
係

る
地
域
農
業
・
Ｊ
Ａ
経
営
基

本
目
標
︵
ビ
ジ
ョ
ン
︶
と
な

る
地
域
農
業
や
Ｊ
Ａ
経
営
の

あ
り
た
い
姿
、
５
年
後
の
具

体
的
な
農
業
振
興
・
Ｊ
Ａ
経

営
目
標
に
よ
り
目
指
す
姿
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
地
域
農
業
・
Ｊ

Ａ
経
営
基
本
目
標
の
実
現
に

向
け
て
Ｊ
Ａ
が
組
合
員
、
利

用
者
、
地
域
に
何
を
提
供
す

べ
き
か
。
重
要
課
題
に
お
け

る
部
門
別
の
使
命
、
部
門
目

標
、
年
度
別
行
程
、
損
益
計

「第３次地域農業振興計画・ＪＡ中期経営計画」策定に係る
ＪＡと酪農振興会との意見交換会 開催

チャレンジ60「946運動」酪農シンポジウム

前田浩史 講師 小岩政照 講師
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11
月
３
日
か
ら
12
日
の
日
程
に

て
道
内
各
地
の
若
手
生
産
者
８
名
、

運
営
協
力
会
１
名
、
Ｊ
Ａ
職
員
３

名
、
よ
つ
葉
乳
業
㈱
２
名
、
㈱
野

澤
組
２
名
の
総
勢
16
名
に
て
、
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
で
の
酪
農
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

【
ア
メ
リ
カ
視
察
】

　

11
月
５
日

○ 
Ｒ
ｏ
ｓ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｌ
ｅ　

Ｄ
ａ

ｉ
ｌ
ｙ
視
察

　

当
牧
場
は
、
Ｍ
ｉ
ｌ
ｋ　

Ｓ
ｏ

ｕ
ｒ
ｃ
ｅ　

Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
所
属
す
る

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
で
２
番
目
に

大
き
い
牧
場
で
す
。

　

経
営
面
積
２
，
３
０
０
㌈
︵
約

９
２
０
㌶
︶、
ル
ー
サ
ン
・
デ
ン

ト
コ
ー
ン
作
付
。
飼
養
頭
数
は
１

１
，
０
０
０
頭
、
搾
乳
牛
８
，
０

０
０
頭
、
年
間
乳
量
１
１
２
，
４

２
０
ｔ
︵
日
量
３
０
８
ｔ
︶、
80

ｐ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
２
台

で
搾
乳
を
行
っ
て
お
り
、
非
常
に

大
規
模
な
牧
場
で
す
。
搾
乳
中
に

は
牛
が
暴
れ
ミ
ル
カ
ー
が
脱
落
し

て
も
再
装
着
は
し
て
お
ら
ず
、
そ

の
理
由
と
し
て
、
搾
乳
を
牛
に
慣

れ
さ
せ
る
た
め
と
の
事
で
あ
り
ま

し
た
。

　

糞
尿
処
理
方
法
に
つ
い
て
は
、

臭
気
対
策
の
た
め
バ
イ
オ
ガ
ス
発

電
を
実
施
し
、
液
肥
は
全
量
を
畑

へ
還
元
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、

牧
場
の
従
業
員
は
海
外
か
ら
多
数

雇
用
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
給
料

や
有
給
休
暇
、
従
業
員
に
対
す
る

感
謝
祭
を
実
施
す
る
な
ど
従
業
員

の
満
足
度
も
高
く
人
手
不
足
は
無

い
と
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。

○ 
Ａ
ｂ
ｅ
ｌ　

Ｄ
ａ
ｉ
ｒ
ｙ　

Ｆ

ａ
ｒ
ｍ
ｓ
視
察

　

１
９
９
６
年
に
Ｆ
Ｓ
牛
舎
を
建

設
し
、
２
０
０
２
年
に
牛
舎
を
拡

張
。
現
在
は
搾
乳
頭
数
１
，
７
０

０
頭
で
す
が
、
将
来
的
に
は
ロ
ー

タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
︵
80
ｐ
︶
を
建

設
し
、
３
，
４
０
０
頭
の
搾
乳
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の

ア
メ
リ
カ
の
乳
価
は
約
35
円
／
㎏

と
安
い
た
め
長
期
的
な
ス
パ
ン
で

の
規
模
拡
大
を
検
討
し
て
い
る
と

の
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｓ
牛
舎
で
は
砂
の
ベ
ッ
ド
を

採
用
し
て
お
り
、
以
前
ま
で
は
砂

の
導
入
費
用
が
年
間
３
４
５
，
０

０
０
＄
︵
日
本
円
４
，
１
７
５
万

円
︶
と
負
担
が
大
き
か
っ
た
た
め
、

コ
ス
ト
削
減
の
た
め
２
０
１
７
年ＦＳ牛舎内（砂ベッド）

北アメリカ・カナダ

海外酪農視察研修 報告
白糠支所　営農課営農係長
髙　野　明　徳　
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に
サ
ン
ド
セ
パ
レ
ー
タ
ー
︵
リ
サ

イ
ク
ル
装
置
︶
を
導
入
。
導
入
経

費
は
１
，０
０
０
，０
０
０
＄
︵
日

本
円
１
．
５
億
円
︶
を
要
し
た
が

約
４
年
で
回
収
が
可
能
で
あ
る
と

の
事
で
し
た
。

　

ま
た
、
当
牧
場
で
は
育
成
牛
を

ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
の
牧
場
︵
共
同
所

有
︶
へ
預
託
し
て
お
り
、
預
託
す

る
理
由
と
し
て
、
従
業
員
確
保
の

問
題
、
ま
た
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

州
よ
り
も
飼
料
代
が
安
価
で
あ
り
、

糞
尿
処
理
等
の
法
律
も
緩
和
さ
れ

て
い
る
た
め
と
の
事
で
し
た
。

○ 

Ｓ
ｉ
ｍ
ｅ
ｒ
ｓ　

Ｈ
ｏ
ｌ
ｓ
ｔ

ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
視
察

　

当
牧
場
は
飼
養
頭
数
６
，
０
０

０
頭
、
搾
乳
牛
２
，
４
０
０
頭
と

大
規
模
農
場
で
あ
り
、
平
均
乳
量

も
１
７
，
０
０
０
ｋ
ｇ
と
極
め
て

高
く
、
過
去
に
は
３
５
，
０
０
０

㎏
と
世
界
一
と
な
っ
た
乳
牛
や
、

生
涯
乳
量
１
０
０
，
０
０
０
㎏
を

達
成
し
た
牛
の
頭
数
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
を
誇
り
ま
す
。
ま
た
、
共
進

会
に
於
い
て
も
多
数
の
賞
を
受
賞

す
る
非
常
に
牛
群
レ
ベ
ル
が
高
い

農
場
で
す
。

　

こ
の
牧
場
で
は
、
以
前
は
牛
床

マ
ッ
ト
を
敷
設
し
て
い
ま
し
た
が
、

14
年
前
に
砂
の
ベ
ッ
ド
へ
転
換
し

て
以
降
、
体
細
胞
数
の
減
少
や
飛

節
の
状
態
が
改
善
す
る
等
の
効
果

が
表
れ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

ま
た
、
生
乳
生
産
以
外
に
も
若
牛

を
年
間
７
０
０
頭
、
種
雄
牛
に
つ

い
て
も
年
間
50
頭
程
度
の
外
部
販

売︵
年
間
販
売
額
１
億
円
︶を
行
っ

て
い
る
と
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
６
日

○
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
大
学
訪
問

　
（
学
生
と
の
意
見
交
換
会
）

　

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
大
学
は
ア

メ
リ
カ
の
中
に
於
い
て
酪
農
関
係

で
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
ま

た
学
生
の
67
％
は
酪
農
家
の
子
供

で
あ
り
、
内
70
％
を
女
性
が
占
め

て
お
り
ま
す
。
学
生
の
卒
業
後
の

進
路
と
し
て
は
、
酪
農
家
25
％
、

獣
医
系
30
％
、
酪
農
関
係
の
仕
事

︵
飼
料
・
機
械
メ
ー
カ
ー
等
︶

45
％
の
割
合
で
あ
り
、
酪
農
関
係

の
仕
事
に
就
く
人
の
多
く
は
、
最

終
的
に
は
自
分
の
牧
場
へ
就
農
す

る
と
の
事
で
し
た
。

テント式の大規模牛舎

共進会で多数の賞を受賞

学生との意見交換会

ショウカウ
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《
学
生
と
の
意
見
交
換
》

　

男
女
６
名
の
在
学
生
・
卒
業
生

と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

①
大
学
へ
進
学
す
る
メ
リ
ッ
ト
は

　

在
学
中
は
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」や「
デ
イ
リ
ィ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
じ
て
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
学
ぶ
事
が
で
き
、
共
通

の
考
え
方
の
仲
間
、
外
部
の
知
識

が
得
ら
れ
、
視
野
が
広
が
り
、
ま
た
、

就
農
後
も
大
学
︵
教
授
︶
と
の
協

力
体
制
も
整
っ
て
お
り
相
談
す
る

相
手
が
い
る
安
心
感
も
あ
る
。

②
な
ぜ
酪
農
家
を
目
指
し
た
？

　

今
回
参
加
し
た
、
学
生
は
農
家

後
継
者
で
あ
っ
た
た
め
、
ほ
ぼ
全
員

が
子
供
の
こ
ろ
か
ら
牛
に
慣
れ
親
し

ん
で
い
る
生
活
で
あ
っ
た
。
ま
た
先

祖
代
々
続
く
酪
農
は
世
界
へ
の
飼

料
供
給
を
担
っ
て
お
り
、
誇
り
あ

る
仕
事
で
あ
る
た
め
継
ぐ
の
が
必

然
で
あ
る
と
の
考
え
方
で
あ
っ
た
。

③
規
模
拡
大
へ
の
不
安
は
？

　

ア
メ
リ
カ
は
日
本
と
比
較
す
る

と
乳
価
が
安
い
た
め
「
①
経
済
的

不
安
」
や
生
産
を
維
持
す
る
た
め

の
「
②
労
働
力
確
保
」、
ふ
ん
尿

処
理
等
の
「
③
環
境
問
題
」
に
つ

い
て
特
に
大
き
な
不
安
・
問
題
が

あ
る
と
の
事
で
し
た
。

　

学
生
の
意
見
を
伺
い
、
乳
価
、

環
境
問
題
、
様
々
な
問
題
に
直
面

し
な
が
ら
も
、
自
身
の
考
え
が
明

確
で
あ
り
目
指
す
べ
き
目
標
が
定

ま
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

【
カ
ナ
ダ
視
察
】

　

11
月
８
日

○ 

Ｖ
ａ
ｌ　

Ｂ
ｉ
ｓ
ｓ
ｏ
ｎ　

Ｆ

ａ
ｒ
ｍ
視
察

　

タ
イ
ス
ト
ー
ル
用
搾
乳
ロ
ボ
ッ

ト
を
導
入
し
て
い
る
牧
場
で
、
搾

乳
頭
数
65
頭
︵
内
50
頭
ロ
ボ
ッ
ト

搾
乳
︶、
15
頭
は
ミ
ル
カ
ー
で
の

搾
乳
︵
治
療
牛
︶。
ま
た
、
平
均

乳
量
は
１
２
，
０
０
０
ｋ
ｇ
／
頭

と
比
較
的
日
本
と
同
規
模
の
農
場

で
あ
り
ま
す
。

　

タ
イ
ス
ト
ー
ル
用
搾
乳
ロ
ボ
ッ

ト
︵
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｏ
︶
の
導
入

経
過
と
し
て
は
、
当
牧
場
は
後
継

者
が
不
在
で
あ
り
、
ま
た
経
営
主

も
50
代
と
比
較
的
高
齢
で
あ
る
た

め
、
牛
舎
施
設
の
改
造
を
行
わ
ず

導
入
が
可
能
な
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を

採
用
し
た
と
の
事
で
す
。

《
タ
イ
ス
ト
ー
ル
ロ
ボ
ッ
ト
仕
様
》

・
１
台
あ
た
り
１
日
に
１
５
０
回

の
搾
乳
が
可
能
。
１
頭
当
た
り
の

平
均
搾
乳
時
間
約
８
分
。

※
50
頭
搾
乳
の
場
合
は
３
回
搾
乳

︵
50
頭
×
３
回
＝
最
大
１
５
０
回
︶

が
可
能
。
し
か
し
、
７
５
頭
を
搾

乳
す
る
場
合
は
２
回
搾
乳
︵
75
頭

×
２
回
＝
最
大
１
５
０
回
︶
が
限

界
と
な
る
。

・
ロ
ボ
ッ
ト
の
稼
働
時
間
は
１
回

に
つ
き
７
時
間
×
３
回
＋
洗
浄
︵
１

日
３
回
＋
フ
ィ
ル
タ
ー
交
換
必
要
︶
。

・
ロ
ボ
ッ
ト
で
の
搾
乳
時
機
械
が
尿

溝
を
越
す
よ
う
に
せ
り
出
し
、牛
が

約
１ｍ
程
度
後
退
し
搾
乳
を
開
始
。

・
抗
生
物
質
投
与
牛
も
ロ
ボ
ッ
ト

で
搾
乳
し
生
乳
を
廃
棄
す
る
事
も

可
能
で
す
が
、
搾
乳
後
の
洗
浄
に

タイストール用ロボット

ロボット搾乳中

7



５
分
程
度
の
時
間
を
要
す
る
た
め
、

１
日
の
搾
乳
回
数
が
減
少
す
る
。

︵
通
常
時
は
約
20
秒
程
度
の
洗
浄
。︶

・
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
費
用
は
１
台
約

５
，０
０
０
万
円
︵
レ
ー
ル
等
の
設

置
工
事
費
及
び
年
間
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
料
含
む
︶耐
用
年
数
は
約
15
年
。

・
牛
舎
通
路
幅
︵
１
．
８
ｍ
～
２
，

４
ｍ
︶
や
牛
舎
高
さ
︵
２
．
５
ｍ

以
上
︶
に
よ
っ
て
は
既
存
牛
舎
へ

の
設
置
が
不
可
能
と
な
り
ま
す
。

尚
、
カ
ナ
ダ
で
は
約
15
％
程
度
の

牧
場
が
前
述
の
理
由
に
よ
り
設
置

が
出
来
な
か
っ
た
と
の
事
で
す
。

ま
た
、
現
在
の
と
こ
ろ
日
本
で
は
、

電
圧
の
関
係
に
よ
り
導
入
は
出
来

な
い
状
況
と
の
事
で
し
た
。

　
「
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｏ
」
の
製
造

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｍ
ｉ
ｌ
ｋ
ｏ
ｍ

ａ
ｘ
社
に
よ
る
と
、
今
後
は
改
良

を
重
ね
、
将
来
的
に
は
日
本
で
の

導
入
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る

と
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
９
日

○ 

Ｒ
ｏ
ｙ
ａ
ｌ　

Ａ
ｇ
ｒ
ｉ
ｃ
ｕ

ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ

ｒ　

Ｆ
ａ
ｉ
ｒ
視
察

　

カ
ナ
ダ
で
行
わ
れ
る
冬
の
農
業

祭
で
毎
年
11
月
の
上
旬
か
ら
中
旬

に
か
け
て
約
10
日
間
程
度
開
催
さ

れ
ま
す
。
牛
の
み
な
ら
ず
馬
や
豚
、

羊
な
ど
様
々
な
動
物
の
展
示
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
牛
の
共
進

会
で
は
４
５
０
頭
︵
未
経
産
２
８

５
頭
、
経
産
１
６
５
頭
︶
の
牛
が

出
品
さ
れ
て
お
り
、
出
品
さ
れ
た

乳
牛
は
非
常
に
優
れ
た
牛
ば
か
り

で
し
た
。

【
海
外
視
察
研
修
を
終
え
て
】

　

日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
は
飼
養
頭

数
規
模
や
耕
地
面
積
に
つ
い
て
は

格
段
の
違
い
が
有
り
ま
す
が
、
現

在
で
は
乳
質
に
も
最
大
限
の
気
を

使
っ
て
良
質
乳
生
産
を
行
い
、
ま

た
、
農
場
内
・
農
場
周
辺
も
綺
麗

に
手
入
れ
さ
れ
て
お
り
、
繊
細
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
更
に
は
、
今
回

の
海
外
視
察
を
通
じ
て
経
営
規
模

の
大
き
さ
に
関
わ
ら
ず
飼
養
管
理

に
つ
い
て
は
基
本
的
な
作
業
を
忠

実
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

再
認
識
致
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の

海
外
酪
農
視
察
研
修
に
あ
た
り
、

Ｊ
Ａ
及
び
各
関
係
機
関
に
於
か
れ

ま
し
て
は
、
こ
の
様
な
視
察
に
参

加
す
る
機
会
を
頂
き
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ロイヤルウィンターフェア
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乳質改善ＰＪ情報局
　

牛
体
や
乳
房
の
汚
れ
は
、
乳
質
を

悪
く
し
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
日
々

の
乳
牛
と
接
す
る
管
理
者
の
テ
ン

シ
ョ
ン
を
下
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
飼
料
設
計
に
あ
た
る
人
は
、
サ
イ

レ
ー
ジ
な
ど
の
分
析
値
や
乳
検
成
績

と
い
っ
た
情
報
を
参
考
に
計
算
し
て

い
る
で
し
ょ
う
が
、
牛
体
の
汚
れ
が

目
立
つ
農
場
で
は
無
理
を
し
な
い
こ

と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
考

慮
せ
ず
、
パ
ソ
コ
ン
で
数
値
合
わ
せ

だ
け
で
設
計
し
て
し
ま
う
と
、
乳
牛

を
次
々
と
ダ
メ
に
し
て
し
ま
う
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
。
牛
体
の
清
潔
度

を
高
く
維
持
す
る
こ
と
は
、
実
は
か

な
り
高
い
価
値
の
あ
る
管
理
技
術
と

言
え
ま
す
。＊　

　

＊　
　

＊

　

こ
れ
ま
で
施
設
面
か
ら
牛
体
の
汚

れ
防
止
を
解
説
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
尾
の
汚
れ
と
敷
料
か
ら
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

尾
が
汚
れ
て
い
る
と
、
牛
体
が
汚

れ
や
す
く
な
る
ば
か
り
か
、
搾
乳
中

に
振
り
回
さ
れ
て
顔
な
ど
に
当
た
る

と
思
わ
ず
ム
ッ
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

つ
な
ぎ
牛
舎
で
は
尾
吊
り
を
さ
れ
る

農
場
も
あ
り
ま
す
。
横
臥
し
た
際
に
、

尾
に
負
荷
が
か
か
ら
ず
、
し
か
し

バ
ー
ン
ク
リ
ー
ナ
に
落
ち
な
い
絶
妙

な
長
さ
に
す
る
よ
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
レ
ー
ル
と
ひ

も
の
間
に
は
ゴ
ム
を
入
れ
る
と
扱
い

や
す
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
つ
け

た
り
外
し
た
り
す
る
の
が
面
倒
で
、

い
つ
の
間
に
か
尾
吊
り
を
や
め
て
し

ま
う
農
場
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
点
、
断
尾
は
有
効
な
手
段
で

す
。
し
か
し
や
は
り
尾
は
し
っ
か
り

と
つ
い
て
い
た
方
が
い
い
と
思
わ
れ

る
の
も
当
然
で
し
ょ
う
。
主
に
体
を

汚
す
の
が
尾
の
先
の
フ
サ
フ
サ
の
毛

な
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
ト
リ
ミ
ン

グ
し
て
や
る
だ
け
で
も
相
当
体
の
汚

れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
る

農
場
で
は
、
搾
乳
時
に
使
用
す
る
台

車
に
ハ
サ
ミ
を
常
備
し
て
お
き
、

ち
ょ
っ
と
手
の
空
い
た
際
に
カ
ッ
ト

さ
れ
て
ま
し
た
。
こ
れ
は
わ
ず
か
な

手
間
な
が
ら
、
牛
体
を
キ
レ
イ
に
保

つ
の
は
か
な
り
有
効
な
手
段
で
す
。

も
ち
ろ
ん
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
で
も
フ

サ
フ
サ
除
去
は
効
果
的
で
す
の
で
、

年
に
数
回
、

カ
ッ
ト
し

て
や
る
こ

と
は
人
も

結
構
ス
ッ

キ
リ
し
た

気
分
を
味

わ
え
ま
す
。＊　

　

＊　
　

＊

　

牛
床
に
敷
料
は
必
須
で
す
。
敷
料

が
な
く
て
も
良
い
の
は
、
放
牧
地
と

管
理
の
行
き
届
い
た
フ
リ
ー
バ
ー
ン
、

そ
れ
に
砂
の
牛
床
く
ら
い
で
し
ょ
う
。

い
く
ら
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
を
売
り
に
し

て
い
る
牛
床
マ
ッ
ト
で
あ
っ
て
も
、

乳
牛
が
本
来
必
要
と
し
て
い
る
安
楽

性
を
提
供
で
き
る
も
の
は
現
在
ひ
と

つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
同
時
に
牛

床
か
ら
は
な
る
べ
く
水
分
を
適
時
、

除
去
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ク
ッ
シ
ョ
ン
性
の
確
保
と
水
分
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
日
常
の
管
理
で
行
い
や

す
く
す
る
た
め
に
は
、
敷
料
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
根
釧
で
は
敷

料
確
保
が
な
か
な
か
大
変
で
す
。
畑

作
地
帯
で
も
麦
か
ん
が
貴
重
品
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、
酪
農
専

業
地
帯
で
は
ま
す
ま
す
大
変
で
し
ょ

う
。
し
か
し
な
が
ら
敷
料
を
適
量
使

い
続
け
る
こ
と
で
、
乳
牛
は
そ
れ
以

上
の
効
果
を
上
げ
て
く
れ
ま
す
。
可

能
で
あ
れ
ば
、
お
が
粉
や
も
み
殻
を

十
分
に
ス
ト
ッ
ク
で
き
る
場
所
を
確

保
し
、
一

度
に
大
量

に
農
場
に

運
び
込
ま

れ
て
も
管

理
で
き
る

よ
う
に
し

た
い
も
の

で
す
。

※
情
報
提
供
は
釧
路
農
協
連
よ
り

第６号乳質改善プロジェクト

牛
体
を
汚
し
づ
ら
く
す
る
た
め
に
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定
期
的
な
削
蹄
は
、
多
く
の
酪
農

家
を
悩
ま
せ
る
「
蹄
病
」
の
予
防
に

効
果
的
で
す
。
し
か
し
、
蹄
病
に
罹

患
し
た
牛
を
発
見
し
た
時
は
、
で
き

る
だ
け
早
く
治
療
︵
削
蹄
︶
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

一
　
削
蹄
が
必
要
な
理
由

　

蹄
は
堅
い
部
分
で
あ
る
蹄
鞘
、
蹄

の
角
質
を
生
成
す
る
蹄
真
皮
、
蹄
骨

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
︵
図
１
︶。

　

蹄
の
重
心
は
趾
軸
に
対
し
て
真
っ

直
ぐ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
蹄
が
伸

び
て
蹄
尖
︵
つ
ま
先
︶
の
角
度
が
低

く
な
る
と
重
心
が
蹄
腫
︵
か
か
と
︶

に
ず
れ
、
蹄
骨
の
一
部
が
蹄
真
皮
を

圧
迫
し
ま
す
。
圧
迫
が
長
引
く
と
、

蹄
真
皮
が
炎
症
し
角
質
の
形
成
が
不

安
定
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
蹄
の
形
は
削
蹄
に
よ

り
正
常
に
保
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

二
　
削
蹄
手
順

　

普
通
、
蹄
は
前
足
は
内
蹄
、
後
足

は
外
蹄
の
方
が
大
き
い
の
で
、
基
準

と
な
る
小
さ
い
方
の
蹄
か
ら
削
蹄
し

ま
す
。
つ
ま
り
、
前
足
は
外
蹄
、
後

足
は
内
蹄
か
ら
削
蹄
を
始
め
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
１
～
基
準
蹄
を
つ
く
る
～

　

①
基
準
蹄
の
背
壁
の
長
さ
︵
蹄
の

硬
く
な
っ
て
い
る
部
分
か
ら
蹄
尖
ま

で
︶
が
7.5
㎝
に
な
る
よ
う
剪
鉗
で
伸

び
た
部
分
を
切
除
し
ま
す︵
写
真
１
︶。

　

②
蹄
尖
の
角
度
が
50
～
52
度
に
な

る
よ
う
に
蹄
底
を
削
り
ま
す
︵
写
真

２
︶。
蹄
尖
を
重
点
的
に
削
り
蹄
腫

は
ほ
と
ん
ど
削
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
際
、
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
が
あ
れ

ば
、
素
早
く
削
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
２
～
も
う
一
方
の
蹄
を
合

わ
せ
る
～

　

基
準
蹄
に
合
わ
せ
て
、
も
う
一
方

の
蹄
を
削
蹄
し
ま
す
。
背
壁
を
整
え
、

蹄
底
を
削
り
、
基
準
蹄
と
蹄
底
面
が

同
じ
高
さ
に
な
っ
て
い
る
か
都
度
、

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
削
り
す
ぎ
て
凹

ん
だ
場
合
は
、
無
理
に
整
え
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
テ
ッ
プ
３
～
土
抜
き
を
つ
く
る
～

　

土
抜
き
︵
土
踏
ま
ず
︶
は
、
内
蹄

と
外
蹄
の
負
面
︵
地
面
と
蹄
底
が
接

触
す
る
部
分
︶
の
面
積
を
等
し
く
す

る
た
め
に
つ
く
り
ま
す
。
土
抜
き
の

範
囲
は
、
白
線
の
始
ま
り
か
ら
軸
側

の
白
線
が
見
え
な
く
な
る
部
分
ま
で

の
幅
の
１
＼
３
で
す
︵
後
足
の
外
蹄

は
２
＼
３
︶︵
写
真
３
︶。
括
削
刀
で

下
か
ら
上
へ
向
か
っ
て
削
る
の
が
コ

ツ
で
す
。
指
で
蹄
底
を
押
し
て
、
柔

ら
か
く
感
じ
た
ら
そ
れ
以
上
は
削
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

仕
上
げ
に
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
で
蹄
の

縁
を
滑
ら
か
に
し
ま
す
。

三
　
乾
乳
（
育
成
）
期
の
削
蹄
効
果

　

削
蹄
は
、
分
娩
１
～
２
ヵ
月
前
に

行
う
と
泌
乳
前
期
の
蹄
病
が
軽
減
さ

れ
、
乳
量
が
増
加
す
る
と
い
う
研
究

結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
日
々
の
作
業
の
中
で
削
蹄

を
行
う
の
は
困
難
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
乾
乳
群
へ
移
動
す

る
際
に
足
の
悪
い
牛
だ
け
で
も
削
蹄

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

四
　
最
後
に

　

今
回
紹
介
し
た
削
蹄
方
法
は
、
酪

農
試
験
場
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
削
蹄
講
習
会
の
ビ
デ

オ
が
普
及
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
要
望
の
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

尚
、
削
蹄
を
行
う
際
は
、
安
全
に

十
分
注
意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

図１ 蹄の構造と蹄病の発生要因
（酪農家ができる肢蹄のモニタリ

ングと削蹄技術より抜粋）

写真１　ステップ１
①背壁を7.5㎝に整える

写真２　ステップ１
②蹄底の角度が50～52度

になるよう削る

写真３　下から上へ向かって
蹄底を削り土抜きをつくる
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Ｊ
Ａ
と
生
協
連
間
で
連
携

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
課
題
も
様
々
あ
り
、

Ｊ
Ａ
だ
け
で
、
生
協
だ
け

で
、
で
は
な
く
、
協
同
組
合
が
連
携
し
て
新
た
な
課
題

に
対
応
で
き
る
の
で
は
と
い
う
観
点
で
討
論
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

東
北
の
被
災
地
で
は
農

業
や
漁
業
再
生
の
た
め
土

壌
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
︵
放

射
能
測
定
︶、
漁
場
再
生
、

農
地
の
が
れ
き
処
理
な
ど
で
、
生
協
組
合
員
が
活
躍
し

ま
し
た
。

　

漁
業
で
は
、
壊
滅
し
た
三
陸
の
カ
キ
の
養
殖
を
、
ラ

イ
バ
ル
で
あ
る
広
島
が
稚
貝
を
提
供
し
て
復
活
さ
せ
ま

し
た
。
協
同
組
合
に
は
、
地
域
や
分
野
を
超
え
て
連
携

す
る
底
力
が
あ
る
の
で
す
。
多
様
な
人
々
が
互
い
に
支

え
あ
う
協
同
組
合
の
可
能
性
は
、
垣
根
を
越
え
た
連
携

に
こ
そ
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
入
教
授　

生
協
側
か
ら
見
た
Ｊ
Ａ
へ
の
期
待
、
連
携

し
て
で
き
る
こ
と
、
今
後
の
課
題
、
期
待
な
ど
を
教
え

て
下
さ
い
。

　

協
同
組
合
が
全
国
に
持

つ
施
設
は
、
３
６
，
５
０

０
と
小
学
校
区
１
つ
あ
た

り
２
つ
あ
る
計
算
に
な
り

ま
す
が
、
遊
休
施
設
も
あ
る
。
生
協
は
施
設
が
少
な
い

の
で
、
一
緒
に
活
用
で
き
れ
ば
助
か
る
。
組
合
員
・
職

員
が
一
緒
に
取
り
組
め
ば
、
よ
り
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と

を
見
つ
け
て
、
や
っ
て
い
き
た
い
。

　

生
協
連
で
災
害
対
策
も
担
当
し
た
が
、
災
害
時
、
生

協
と
Ｊ
Ａ
が
そ
れ
ぞ
れ
で
被
害
把
握
と
対
応
を
し
て
い

ま
す
。
一
緒
に
助
け
合
い
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

食
材
な
ど
の
支
援
物
資
を
Ｊ
Ａ
か
ら
も
頂
け
れ
ば
、
生

協
の
ト
ラ
ッ
ク
で
運
べ
ま
す
。今
年
は
、災
害
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
連
携
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

宮
入
教
授　

Ｊ
Ａ
施
設
と
生
協
の
流
通
網
を
生
か
す
と
、

も
っ
と
力
強
い
繋
が
り
の
中
で
、
事
業
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　

常
呂
の
漁
協
と
Ｊ
Ａ
の
連
携
内
容
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

山
に
木
を
植
え
る
こ
と

か
ら
連
携
が
始
ま
り
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
石
灰

工
場
を
Ｊ
Ａ
と
漁
協
で
協

同
し
て
経
営
し
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
漁
協
者
が
、
ホ

タ
テ
の
稚
貝
を
撒
く
時
に
は
、
農
家
組
合
員
の
若
い
人

も
手
伝
い
に
行
き
、
漁
業
者
も
、
農
家
が
忙
し
い
時
に

は
手
伝
う
な
ど
、
地
域
産
業
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
を
守
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
に
も
入
っ

て
も
ら
い
、
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
用
を
Ｊ
Ａ
と
漁
協
で

出
し
合
う
な
ど
、
協
同
組
合
間
で
連
携
し
て
し
っ
か
り

対
応
す
る
。

　

地
域
か
ら
人
が
い
な
く
な
る
と
、
店
や
学
校
が
な
く

な
り
、
大
変
な
事
態
に
な
り
ま
す
。
一
生
涯
、
農
業
者

は
土
と
と
も
に
生
活
で
き
、
漁
業
者
は
魚
を
取
れ
る
よ

う
、
家
族
経
営
を
大
事
に
し
た
い
。
地
域
内
で
の
協
力

は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
入
教
授　

地
域
で
ず
っ
と
生
き
て
い
く
想
い
が
あ
っ

て
初
め
て
、
地
域
で
協
力
で
き
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。

漁
業
の
労
働
力
が
足
り
な
い
時
に
、
農
業
者
が
手
伝
う

連
携
の
話
は
す
ご
い
。
多
く
の
人
に
知
っ
て
欲
し
い
事

例
で
す
。

　

地
域
課
題
が
多
様
化
す
る
中
、
協
同
組
合
が
核
と
な

り
、
連
携
す
る
形
を
考
え
る
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。

　

生
協
と
Ｊ
Ａ
の
連
携
で
職
員
の
連
携
・
出
向
な
ど
の

人
的
交
流
の
状
況
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

青
竹
常
務　

実
例
は
、
多
く
な
い
で
す
が
、
鹿
児
島
で

は
、
経
済
連
に
コ
ー
プ
の
中
堅
職
員
が
、
経
済
連
か
ら

も
コ
ー
プ
に
出
向
し
、
商
品
の
共
同
開
発
も
進
め
て
い

ま
す
。
連
携
を
深
め
る
に
は
、
人
と
人
の
交
流
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　

協
同
組
合
同
士
で
相
互
に
学
び
合
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
形
式
の
学
習
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
通
じ
、

困
っ
た
時
に
相
談
で
き
る
人
間
関
係
が
で
き
れ
ば
、
連

携
の
ベ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。

　

茨
城
で
は
、
Ｊ
Ａ
、
生
協
を
含
む
41
の
協
同
組
合
・

団
体
で
協
同
組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
ま
す
。

無
理
に
進
め
ず
、
お
互
い
に
強
み
を
持
ち
寄
り
、
ダ
メ

元
で
も
、
ま
ず
や
っ
て
み
る
。「
ゆ
る
や
か
」「
あ
い
の

り
」「
や
っ
て
み
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
活
動
で

す
が
、
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
協
同
組
合
間
連
携
の
ヒ

ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

第
２
号
議
案
で
、
地
域
の
様
々
な
団
体
・
自
治
体
等

と
の
連
携
も
掲
げ
て
い
ま
す
。
知
ら
な
い
者
同
士
、
考

え
方
も
歴
史
も
違
う
の
で
、
色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会（
平
成
30
年
11
月
13
日
）

　
　

～
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～

テ
ー
マ
「
多
様
化
す
る
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

新
た
な
協
同
組
合
の
価
値
創
造
」

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
当
日
に
開
催
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
を
２
回
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま

す
。︵
２
回
目
︶

小
野
寺 
俊
幸 

氏

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
副
会
長

Ｊ
Ａ
と
こ
ろ　

会
長
理
事

宮
入　
　

隆 

氏

北
海
学
園
大
学　

教
授

行
友　
　

弥 

氏

㈱
農
林
中
金
総
合
研
究
所

顧
問　

特
任
研
究
員

 

青
竹　
　

豊 

氏

（
一
社
）日
本
協
同
組
合
連
携
機
構

（
Ｊ
Ｃ
Ａ
）常
務
理
事
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違
い
を
認
め
る
こ
と
が
、
連
携
を
進
め
る
う
え
で
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

宮
入
教
授　

上
手
く
い
っ
た
事
例
は
紹
介
さ
れ
ま
す
が
、

色
々
な
失
敗
も
あ
る
と
い
う
話
で
、
い
っ
ぱ
い
取
り
組

ん
で
み
な
い
と
成
功
も
出
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
や
っ
て

み
て
、
お
互
い
に
学
び
合
う
。
学
習
会
な
ど
の
緩
や
か

な
形
で
情
報
交
換
を
通
じ
て
、
互
い
の
強
み
や
抱
え
る

課
題
を
、
共
有
す
る
こ
と
で
、
連
携
の
種
に
な
る
と
い

う
示
唆
を
得
ま
し
た
。

行
友
顧
問　

少
し
話
が
ず
れ
ま
す
が
、
こ
ど
も
食
堂
の

支
援
を
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
の
事
例
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

元
々
、
強
い
理
念
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
市
民
団
体
が
規
格
外
の
野
菜

を
食
材
と
し
て
分
け
て
欲
し
い
と
、
社
会
福
祉
協
議
会

を
通
じ
て
要
請
し
て
き
た
の
が
発
端
で
す
。
Ｊ
Ａ
青
年

部
で
協
議
し
た
結
果
、
規
格
外
で
は
な
く
正
規
品
を
出

す
こ
と
に
な
り
、
差
額
を
Ｊ
Ａ
が
負
担
し
て
供
給
す
る

仕
組
み
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

の
こ
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
出
席
す
る
な
ど
、

地
域
と
の
繋
が
り
が
強
ま
り
ま
し
た
。
食
堂
に
は
畑
の

写
真
が
貼
ら
れ
、
都
市
農
業
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う

食
育
の
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
を
畑
に
連

れ
て
行
き
、
農
作
業
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
話

も
出
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

地
域
課
題
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
模
索
を
重
ね
た
結

果
、
新
た
な
繋
が
り
が
で
き
て
地
域
が
強
く
な
る
。
そ

れ
が
望
ま
し
い
形
だ
と
思
い
ま
す
。
理
念
先
行
で
は
な

く
、
気
が
つ
い
た
ら
繋
が
っ
て
い
た
。
協
同
組
合
間
の

連
携
も
そ
れ
が
本
来
の
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
協
同
組
合
が
互
い
の
得
意
分
野
を
活
か

し
合
い
、
自
然
に
連
携
し
て
い
く
。
そ
う
な
る
芽
は
、

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
逆
に
言
う
と
、
そ
れ
だ
け
地
域

に
は
様
々
な
課
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
。

宮
入
教
授　

気
が
つ
い
た
ら
連
携
し
て
い
た
取
り
組
み

が
ど
ん
ど
ん
あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
抱
負
、
連
携
に
つ
い
て
お
話
し
下
さ
い
。

小
野
寺
副
会
長　

時
代
に
即
し
た
協
同
組
合
を
再
構
築

し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
想
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ド
ー
レ
な
ど
の
結
び
つ
き
が
あ
り
、
大
学
と
し

て
は
、北
海
道
大
学
や
道
教
育
大
と
も
連
携
し
て
い
ま
す
。

　

道
教
育
大
の
将
来
先
生
に
な
る
学
生
に
、
青
年
部
員

の
家
に
泊
ま
る
農
村
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
も
ら
い
、

農
業
の
現
場
・
実
態
を
見
て
頂
く
。
そ
し
て
、
先
生
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
し
っ
か
り
子
供
た
ち
に
農
業
を
教

え
て
も
ら
う
取
り
組
み
。
青
年
部
が
学
校
に
出
向
き
、

じ
ゃ
が
い
も
や
小
麦
の
作
り
方
を
伝
え
る
、
出
前
講
義

を
行
う
な
ど
色
々
な
形
の
連
携
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

協
同
組
合
の
価
値
を
ど
う
創
造
し
て
い
く
か
。
本
日

を
原
点
と
し
て
始
め
て
頂
き
、
新
た
な
協
同
組
合
の
あ

り
方
を
再
構
築
す
る
と
と
も
に
、
協
同
組
合
間
の
連
携

で
、
大
き
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

宮
入
教
授　

協
同
組
合
は
、
す
で
に
地
域
の
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
交
流
の
中
で
、
互
い
の
価
値

を
見
つ
め
直
し
、
新
た
な
連
携
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
皆

さ
ん
自
身
の
活
動
の
見
直
し
に
も
繋
が
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

行
友
顧
問　

農
業
や
漁
業
の
取
材
を
し
て
感
じ
る
の
は
、

生
産
と
消
費
の
現
場
が
遠
い
こ
と
で
す
。
農
家
は
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
を
直
接
知
る
機
会
が
少
な
く
、
消
費
者
も
、

農
業
者
の
苦
労
や
想
い
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
な
い
。

そ
の
す
れ
違
い
が
農
業
や
漁
業
を
衰
退
さ
せ
て
き
た
一

因
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
や
漁
協
、
生
協
は
、

ま
さ
に
生
産
と
消
費
を
繋
ぐ
団
体
で
あ
り
、
連
携
を
強

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

昔
の
農
村
共
同
体
は
同
質
な
人
々
の
集
ま
り
で
し
た

が
、
今
は
農
業
者
の
規
模
や
作
目
、
経
営
形
態
も
様
々
。

地
域
に
は
農
家
で
な
い
住
民
も
大
勢
い
ま
す
。
互
い
の

違
い
を
認
め
合
い
、
足
ら
ざ
る
部
分
を
補
い
、
助
け
合

う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
が
目
指
す
べ
き
方
向
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

協
同
組
合
は
、
そ
の
要
に
な
れ
る
組
織
で
す
。
そ
の

よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
、
今
後
の
事
業
活
動
を
展
開
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

青
竹
常
務　

第
２
号
議
案
で
、
協
同
組
合
の
理
念
に
基

づ
く
「
人
づ
く
り
・
組
織
づ
く
り
・
事
業
づ
く
り
・
地

域
づ
く
り
」
を
進
め
る
と
宣
言
し
て
お
り
、
改
め
て
こ

れ
が
協
同
組
合
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
協
同
組
合
が
皆

さ
ん
の
役
に
立
つ
存
在
に
な
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
て
参
り
た
い
。

宮
入
教
授　

組
合
員
が
多
様
化
す
る
中
、
組
合
員
に

な
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
。
生

協
の
事
例
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
想
い
を
形

に
す
る
、
事
業
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
参
加
や
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
に
対
応
す
る
１
つ
の
答
え
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
協
同
組
合
に
集
ま
る
か
ら
で
き
る
こ

と
を
、
整
理
し
て
捉
え
直
せ
ば
、
新
た
な
協
同
組
合
の

価
値
創
造
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
は
、
子

ど
も
食
堂
を
含
め
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
ほ
と
ん
ど
当
て
は

ま
る
。
地
域
課
題
と
構
成
員
が
多
様
化
す
る
、
難
し
い

時
代
の
中
で
、
も
う
一
度
整
理
す
る
き
っ
か
け
と
し
て

頂
き
た
い
。

　

Ｊ
Ａ
は
、
も
っ
と
多
様
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
発

信
す
る
た
め
に
も
、
新
た
な
協
同
組
合
の
価
値
創
造
は

意
味
が
あ
り
ま
す
。

太
田
原
先
生
が
、
北

海
道
は
、
協
同
組
合

で
地
域
が
成
り
立
つ

コ
ー
プ
ア
イ
ラ
ン
ド

だ
と
言
っ
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
連
携
で
発
展

し
て
行
け
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
日
は
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大会式典に先立ち、生協組合員から災害
支援金１億円の目録贈呈が行われました。
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Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
マ
ス
コ
ッ
ト
・

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ち
ょ
リ
ス
」
に

新
し
い
仲
間
「
よ
り
ぞ
う
」
が
加
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り
一
層
地
域
の
皆
様

に
寄
り
添
い
、
ど
ん
な
と
き
で
も
気
軽
に
相
談

し
て
頂
け
る
存
在
で
あ
り
た
い
、
そ
ん
な
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
の
想
い
か
ら
「
よ
り
ぞ
う
」
は
生
ま
れ

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
は
、「
よ
り
ぞ
う
」「
ち
ょ
リ
ス
」

と
と
も
に
事
業
展

開
を
行
っ
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
愛

顧
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ホ
ク
レ
ン

　

酪
農
家
の
拠
出
に
よ
る

運
動
「
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
北

海
道
」
の
一
環
と
し
て
、
北
海
道
産
牛
乳
・
乳

製
品
の
専
門
カ
フ
ェ
「
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ　

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ　

→　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」を
、

初
の
常
設
店
舗
と
し
て
、
東
京
・
自
由
が
丘
に

3
月
6
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
お
店
で
は
こ

だ
わ
り
の
北
海
道
産
牛
乳
や
チ
ー
ズ
を
品
揃
え

す
る
ほ
か
、
牛
乳
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
た
料
理

メ
ニ
ュ
ー
も
提
供
。

　

北
海
道
酪
農
の
素
晴

ら
し
さ
を
発
信
す
る
と

共
に
、
新
た
な
フ
ァ
ン
の

獲
得
を
は
か
っ
て
い
ま

す
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
は
、
3
月

13
日
に
北
海
道
ス
バ
ル
白
石
店
に

て
、
交
通
道
徳
の
向
上
と
交
通
事
故
防
止
へ
の

取
組
み
を
行
う
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

へ
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
交
通
安
全
広
報

車
と
し
て
、
ス
バ
ル
社
製
の
ア
イ
サ
イ
ト
を
搭

載
し
、
安
全
性
・
操
作
性

に
優
れ
た「
レ
ヴ
ォ
ー
グ
」

を
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
組
合

員
・
地
域
住
民
の
安
全
・

安
心
に
貢
献
で
き
る
活
動

に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の

皆
様
の
生
命
と
健
康
を
守

る
た
め
、
本
会
事
業
の
積

極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広

報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発

行
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
3
回
発
行
し
て
お

り
、
様
々
な
医
療
・
健
康

情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
平

成
31
年
3
月
、
札
幌
市
内
に
て
、

札
幌
市
と
近
郊
の
児
童
養
護
施
設

を
対
象
と
し
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
試
合
チ

ケ
ッ
ト
と
、
札
幌
交
響
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
チ

ケ
ッ
ト
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
19
年
度
よ
り
実
施

し
て
お
り
、
今
年
度
は
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
に
５

６
０
名
、コ
ン
サ
ー
ト
に
50
名
を
招
待
し
ま
す
。

 

チ
ケ
ッ
ト
贈
呈
に
あ
た
り
、「
農
家
の
方
々
か

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
試
合
や
コ
ン
サ
ー
ト

に
出
か
け
る
と
き
は
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ

た
農
家
の
方
々
の
こ
と

を
思
い
出
し
て
く
れ
る

と
嬉
し
い
。
楽
し
ん
で

来
て
下
さ
い
。」
と
の

言
葉
と
と
も
に
代
表
児

童
2
名
に
チ
ケ
ッ
ト
を

手
渡
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に

定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信



新 採 用 職 員 の 紹 介
■所属部署／畜産生産部 家畜改良課家畜改良係
■年　　齢／20歳
■出 身 地／白糠町
■出 身 校／北海道立農業大学校（Ｈ31年卒）
■趣　　味／バスケットボール、読書、音楽鑑賞
■特　　技／計算
■ 組合員の皆さんへ一言／自分は北海道立農業大学校を卒業して、家畜

人工授精師として釧路丹頂農協に勤めることになりました。まだまだ
未熟者ですが精一杯努力して少しでも早く一人前になって酪農家の皆
さんの力になれる様にこれから頑張っていきます。

■所属部署／営農部 農業振興課農業支援係
■年　　齢／18歳
■出 身 地／釧路市
■出 身 校／釧路北陽高校（Ｈ31年卒）
■趣　　味／ドライブ、温泉めぐり
■特　　技／サッカー、バスケットボール
■ 組合員の皆さんへ一言／今年から釧路丹頂農協で働かせていただく吉

河太成と申します。私は、農業とは全く関係の無い高校から来たので、
知識はゼロに近いですが、先輩方とたくさんコミュニケーションをと
って、１日でも早く、一人前の農協職員になりたいと思いますので、
どうぞよろしくお願い致します。

竹
たけ

田
だ

　颯
はや

斗
と

吉
よし

河
かわ

　太
たい

成
せい

 辞　　令　　発　　令 （平成31年４月１日付）

氏　　名 新　所　属 旧　所　属
山　本　晃　平 営農部　農業振興課農業振興係 営農部　農業振興課農業振興係兼農業支援係

門　　　彩　夏 白糠支所　金融共済課金融共済係 音別支所　金融共済課金融共済係

退 職 の ご 挨 拶

泉　　　哲　也
鶴居村乳牛検定組合

（出向）

　春の訪れと共に畑も顔を出す陽気となりました。皆様におかれ
ましてはご健勝でお過ごしの事とお慶び申し上げます。さて、私
事でございますが、昭和57年からJAに籍を置かせていただき鶴居
村乳牛検定組合に出向という形でお世話になって30年以上が経ち、
この度3月31日をもって定年を迎えることとなりました。永年にわ
たり組合員の皆様をはじめ関係機関の方々、役職員の皆様にご指
導、ご協力いただき何とかここまで務めることができた事に感謝
申し上げます。
　「安全でおいしい牛乳を食卓へ運び、豊かな気持ちで営農を続け
てもらう」そういう思いで微力ではありますがお手伝いしてきた
つもりです。少しでも組合員の皆様のお役に立てたなら良かった
のですが…
　今後も組合員の皆様とJAをはじめとした関係機関が手を取り合
って皆が前を向いて働き営農に取り組める環境であることを心よ
り祈っております。
　もうしばらく、鶴居村乳牛検定組合にお世話になりますので引
き続きよろしくお願いいたします。ありがとうございました。
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理　事　会　報　告
2月定例理事会　平成31年2月27日（水）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．１月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５． 第３次地域農業振興計画・ＪＡ中期経営計画

（機構改革含む）策定に係るＪＡと酪農振興会
との意見交換会の実施報告について

付議事項 
議案第１号　組合員の資格審査について
議案第２号　出資の減口承認について
議案第３号　融資の承認について
議案第４号　 平成31年度監査計画の策定について
議案第５号　 平成30年度 畜産・酪農収益力強化

整備等特別対策事業の承認について
議案第６号　固定資産の取得について

議案第７号　 特定組合員に係る特別運用基準の
対象者について

議案第８号　諸規程等の一部変更について
議案第９号　諸規程の制定について
議案第10号　 理事会役員推薦委員の選任について
議案第11号　役員報酬審議会の設置について
議案第1２号　 従業員に対する年度末賞与の支給

について

その他協議事項　 
１．平成30年度決算処理方針（案）について
２．平成31年度事業計画（案）について
３． 「第３次地域農業振興計画・ＪＡ中期経営計画

（機構改革含む）」に係る地域農業・ＪＡ経営基
本目標と重要課題（案）における部門別の具体
的取組方策の「要約版」について

４．当面の業務日程について

3月定例理事会　平成31年3月28日（木）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．２月末（決算）財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．自己査定結果について
６．経営定期点検の実施結果について
７． 平成３０年度事業報告及び決算概要について
８． 平成３０年度内部監査の業務活動報告について
９．会計監査人選任の件について
10． 内部統制（コンプライアンス･プログラム含む）

及びリスク管理に係る取組状況について
11．役員報酬審議会の結果について

付議事項 
議案第１号　目的積立金の目的取崩について
議案第２号　 平成31年度（第14年度）事業計

画の設定について
議案第３号　 平成31年度諸利率・料率の設定に

ついて
議案第４号　 貸付金の利率の最高限度について
議案第５号　 定款の一部変更について　
議案第６号　 （規約附属書）監事監査規程の一部

変更について
議案第７号　 第３次地域農業振興計画およびＪＡ

中期経営計画の設定について

議案第８号　 建物施設整備積立金規程の制定に
ついて

議案第９号　諸規程等の制定について
議案第10号　 第13回通常総会の招集および提出

議案について
議案第11号　 議決権行使書面の取扱いについて
議案第1２号　 信用の供与等の最高限度額設定に

ついて
議案第13号　 理事に対する資金の貸付について
議案第14号　 役員と組合との取引基準の決定に

ついて
議案第15号　平成31年度の余裕金運用について
議案第16号　 平成31年度コンプライアンス・プ

ログラムの設定について
議案第1７号　 平成30年度畜産・酪農収益力強化

整備等特別対策事業の承認について
議案第1８号　固定資産の取得について
議案第19号　固定資産の処分について　
議案第２0号　 平成31年度経営定期点検実施計画

書の策定について
議案第２1号　諸規程等の一部変更について
議案第２２号　今後の事業運営の方向性について

その他協議事項　 
１．春季地区懇談会の開催について
２．当面の業務日程について

■平成30年度
生乳生産実績

（2月） （3月）
月計乳量（kg） 2月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％） 月計乳量（kg） 3月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 7,760,543.4 99.7 92,893,227.2 102.6 8,642,498.9 99.8 101,535,726.1 102.4
鶴 居 地 区 2,965,407.8 105.7 34,640,594.7 106.6 3,249,722.2 103.3 37,890,316.9 106.3
幌 呂 地 区 2,011,161.4 97.9 23,963,619.9 99.6 2,267,586.8 99.5 26,231,206.7 99.6
白 糠 地 区 1,555,990.0 97.8 18,474,078.1 99.7 1,735,195.2 99.0 20,209,273.3 99.7
音 別 地 区 1,227,984.2 92.2 15,814,934.5 102.5 1,389,994.7 93.8 17,204,929.2 101.8

管 内 計 40,362,700.9 98.6 482,399,215.7 99.9 44,910,066.5 99.3 527,309,282.2 99.8
（前年度管内計）40,918,057.1 483,003,894.2 45,218,297.8 528,222,192.0
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3 1 5
6 8 9 4 3

4 3 5 1 7 8
1 3 5 4 9

5 2 6
6 9 8 5 2

9 4 1 7 2 6
1 3 6 2 7

2 8 5 9

8 2 5 7 3 1 6 9 4
6 3 4 2 9 8 7 5 1
1 7 9 6 4 5 8 3 2
9 8 6 4 5 2 3 1 7
3 5 1 9 8 7 2 4 6
2 4 7 1 6 3 9 8 5
4 6 3 5 2 9 1 7 8
7 9 2 8 1 4 5 6 3
5 1 8 3 7 6 4 2 9今回の答えは次月号に掲載するよっ！！

３
月
の
答
え

ナンプレにチャレンジ!!
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～
※問題を解くカギは下に書いてるよ! 気軽にやってみて!!リフレッシュ

できるかは、
あなた次第!?

★ ナンプレのルール ★
【１】 どのタテ一列にも１～９の数字が１個ずつ入る。
【２】 どのヨコ一列にも１～９の数字が１個ずつ入る。
【３】�区切られた３×３のどのブロックにも１～９の

数字が１個ずつ入る。

ルールを言いかえると
【Ａ】どのタテ一列にも同じ数字は入らない。
【Ｂ】どのヨコ一列にも同じ数字は入らない。
【Ｃ】�区切られた３×３のどのブロックにも同じ数字

は入らない。
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部門
年月日

各 地 区 の 事 務 所 販　　　　　売 家畜改良
生　　乳 哺育育成

センター
幌　　呂
育成牧場管理・共済 金　　融 営　　農 鶴居・幌呂 白糠・音別 鶴居・幌呂

白糠・音別
平成
31年４月27日㈯ 通　常　業　務

４月28日㈰

４月29日㈪ 初　生　集　荷

４月30日㈫

５月１日㈬

５月２日㈭ 一　般　市　場

５月３日㈮

５月４日㈯

５月５日㈰

５月６日㈪

部門
年月日

購買・鶴居 購買・幌呂 購買・白糠 購買・音別

生活店舗 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材
平成
31年４月27日㈯ ＊

４月28日㈰

４月29日㈪

４月30日㈫ 午後５時まで 午後５時まで

５月１日㈬ 特売
午後５時まで

特売
午後５時まで

５月２日㈭ 午後５時まで 午後５時まで

５月３日㈮ 午後５時まで 午後５時まで

５月４日㈯ ＊

５月５日㈰

５月６日㈪

ＪＡくしろ丹頂　ゴールデンウイーク日程表

◆鶴居地区の皆様へ
・ 生産資材に関することは、田中課長（090－50７4－２3７4）に連絡

して下さい。
・ 万一、配合飼料が無くなった時は、田中課長もしくは大松運輸（5

７-８3８８）に連絡して下さい。

◆幌呂地区の皆様へ
・ 生産資材・給油スタンドに関することは、泉課長（090－７055－1

541）に連絡して下さい。
・ 万一、配合飼料が無くなった時は、全酪連釧路事務所（小松原

職員0８0－54７1－3655）か（岡田職員0８0－6540－46２0）に連絡して
下さい。

◆白糠地区の皆様へ
・ 生産資材に関することは、大石課長（自宅6－２７34　携帯090－16

40－03７6）に連絡して下さい。

・ 万一、配合飼料が無くなった時は、幸永運輸（0154－5７－２７７７）
に連絡して下さい。

・ 給油スタンドに関することは、給油所（２－２0８4）に連絡して下
さい。

◆音別地区の皆様へ
・ 生産資材に関することは、林課長（090-８905－1７05）に連絡し

て下さい。
・ 万一、配合飼料が無くなった時は、幸永運輸（0154－5７－２７７７）

に連絡して下さい。
・ 給油スタンドに関することは、若狭係長（自宅6－3７0７　携帯09

0－4８７0－9101）に連絡して下さい。

◆販売業務について
・ 一般市場の申込み締切は、４月２6日（金）迄となりますのでよ

ろしくお願い致します。

・ゴールデンウィーク期間中もＪＡバンクのキャッシュカードは各種コンビニ等でご利用いただけます。
※稼働時間、手数料はＡＴＭにより異なります。

・万一、交通事故が発生した時は、フリーダイヤル ( 0120-258-931) に電話をして下さい。事故の受付とアドバイスをしてくれます。

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ チャレンジ₆₀「₉₄₆運動」酪農シンポジウムに参加し、前田浩史氏の講演では、市場
環境の質的変化等により、世界の酪農は変化し続けており、自由化の流れの中で、
酪農製品の市場環境の国際化が進んでおります。「持続可能な農業生産」が、支援・
投資・消費の優先される対象となっていき、ＳＤＧｓ（持続可能な開発・振興目標）
への取り組みが、競争優位をもたらしていく。人・牛・地域・環境に優しい日本酪
農の実現が、これからますます求められていくという今後の日本酪農が改善すべき
課題なども含めた説明を受け大変勉強になりました。

＊午前中のみ営業となります。 営 業 日 休 業 日

令和
元年

令和
元年


